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第58代理事長　井川直樹 

理事長便り 
「ともに歩もう 
新たなる飛躍へ向けて」 

　
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
さ
わ
や

か
な
秋
を
迎
え
、皆
さ
ま
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私

た
ち
の
ま
ち
ま
つ
や
ま
は
、自

然
災
害
の
少
な
い
ま
ち
で
す
が
、

先
日
、
鹿
児
島
県
奄
美
地
方

で
は
記
録
的
な
豪
雨
に
伴
い

甚
大
な
被
害
が
発
生
い
た
し

ま
し
た
。
多
く
の
島
民
の
皆
さ

ま
が
被
害
に
遭
わ
れ
た
こ
と

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、災
害
で
尊

い
生
命
を
失
わ
れ
た
犠
牲
者

の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
公
益
社
団

法
人
日
本
青
年
会
議
所
で
は
、

『
奄
美
地
方
に
お
け
る
豪
雨

災
害
義
捐
金
口
座
』
を
開
設

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
義
捐
金
は
、現
地
か

ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

被
災
者
へ
の
支
援
物
資
の
提
供
、

経
済
的
支
援
、災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
お
け
る
費
用
等

を
支
出
し
て
お
り
ま
す
中
央

共
同
募
金
会
鹿
児
島
県
支
部

を
通
じ
て
復
旧
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
暖
か
い
ご
支
援
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、去
る
九
月
三
十
日
か
ら

十
月
三
日
の
期
間
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
公
益
社
団
法
人
日
本
青

年
会
議
所
第
五
十
九
回
全
国
会

員
大
会
小
田
原
・
箱
根
大
会
に

多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
く
と
と
も
に
、松
山

Ｊ
Ｃ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
も
池
田

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
先
輩
の

皆
さ
ま
に
も
小
田
原
・
箱
根
の
地

ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
に
は
、卒
業
生
の
皆
さ
ん
も

含
め
、
数
々
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
に

参
加
い
た
だ
く
の
み
な
ら
ず
大

会
運
営
の
お
手
伝
い
に
も
積
極

的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
ず
は
、松
山
Ｊ
Ｃ
が
皆
さ
ん

の
多
大
な
る
ご
協
力
・
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
日
本
Ｊ
Ｃ
二
〇
一
三

年
度
第
六
十
二
回
全
国
会
員
大

会
の
主
管
立
候
補
の
結
果
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
全
国
会

員
大
会
小
田
原
・
箱
根
大
会
の
開

会
式
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
ま
し

た
日
本
Ｊ
Ｃ
第
九
回
理
事
会
・
ブ

ロ
ッ
ク
会
長
会
議
に
お
き
ま
し
て
、

主
管
立
候
補
最
終
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

会
頭
を
除
く
二
十
名
の
理
事
に

よ
る
投
票
の
結
果
、二
〇
一
三
年

度
第
６
２
回
全
国
会
員
大
会
の

主
管
青
年
会
議
所
は
、
社
団
法

人
奈
良
青
年
会
議
所
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
主
管
立
候
補
に

際
し
ま
し
て
、本
当
に
多
く
の
メ

ン
バ
ー
な
ら
び
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

先
輩
の
皆
さ
ま
、
土
居
ブ
ロ
ッ
ク

会
長
率
い
る
愛
媛
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
会
員
会
議
所
の
皆
さ
ん
、吉
成

地
区
会
長
率
い
る
四
国
地
区
内

会
員
会
議
所
の
皆
さ
ん
、さ
ら
に

は
、
松
山
市
、
愛
媛
県
、
各
団
体

の
皆
さ
ま
に
多
大
な
る
ご
協
力
・

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
対
し
、改
め
ま
し
て
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
松
山
Ｊ
Ｃ
と
し
て
は
、限
ら
れ

た
準
備
期
間
の
な
か
で
、メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
妥
協
す
る
こ

と
な
く
一
つ
ひ
と
つ
を
積
み
上
げ

取
り
組
ん
だ
立
候
補
で
あ
り
、結

果
と
し
て
は
、非
常
に
残
念
な
結

果
と
な
り
ま
し
た
が
、私
と
し
て

は
清
々
し
い
敗
北
宣
言
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
主
管
立
候
補
ま
で

の
過
程
で
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
侃
々

諤
々
の
議
論
を
重
ね
た
時
間
に

偽
り
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、時
に
は

投
げ
出
し
た
く
な
る
よ
う
な
こ

と
に
も
正
面
か
ら
向
き
合
い
、乗

り
越
え
て
き
た
こ
と
で
、メ
ン
バ
ー

一
人
ひ
と
り
が
逞
し
く
鍛
え
ら
れ

た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八

年
ま
で
三
年
間
に
亘
り
、四
国
地

区
内
の
会
員
会
議
所
の
皆
さ
ん

に
多
大
な
る
労
力
と
時
間
を
費

や
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、道
半

ば
に
し
て
力
尽
き
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
際
の
ご
恩
に
対
し
、も

う
一
度
私
た
ち
が
立
ち
上
が
る
こ

と
で
少
し
で
も
当
時
の
ご
厚
情
に

報
い
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
主

管
立
候
補
を
通
し
た
運
動
に
よ
り
、

四
国
地
区
内
の
会
員
会
議
所
が

輝
く
地
域
の
創
造
に
向
け
て「
四

国
は
ひ
と
つ
」
と
の
理
念
の
も
と

今
ま
で
以
上
の
連
携
と
明
日
に
つ

な
が
る
強
い
絆
を
結
ぶ
こ
と
が
出

来
た
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。い
ろ
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い
ろ
と
大
変
な
こ
と
も
あ
る

主
管
立
候
補
で
は
あ
り
ま
す

が
、
必
ず
や
愛
す
る
わ
が
町

ま
つ
や
ま
を
全
国
に
力
強
く

発
信
で
き
る
と
と
も
に
、
輝

く
地
域
へ
と
導
く
原
動
力
と

な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま

に
は
、引
き
続
き
こ
の
歩
み
に
、

運
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

衷
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
青

年
期
を
未
練
も
悔
い
も
残
ら

な
い
尊
い
時
間
と
す
る
べ
く
、

新
た
な
る
飛
躍
へ
向
け
て
と

も
に
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
切
望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

二
〇
一
〇
年
度
の
運
動
も
残

す
と
こ
ろ
二
か
月
余
り
と
な

り
ま
し
た
が
、「
不
連
続
の
連

続
」
で
あ
る
私
た
ち
の
運
動

を
し
っ
か
り
と
二
〇
一一
年
度

に
引
き
継
ぎ
昇
華
さ
せ
る
べ

く
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
引
き
続
き
の
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

鹿児島県奄美地方における豪雨災害義捐金口座 

２０１０年１０月２６日～２０１０年１１月３０日 

三井住友銀行 麹町支店 

普通 ９００７４７８ 

公益社団法人日本青年会議所奄美豪雨災害義捐金 
コウエキシャダンホウジンニホンセイネンカイギショアマミゴウウサイガイギエンキン 

銀　行　名 

口 座 番 号  

口　座　名 

義捐金受付期間 

十
　
月 

 

　
一
日（
金
） 

      

　
二
日（
土
） 

     

　
三
日（
日
） 

     

　
五
日（
火
） 

　
七
日（
木
） 

   

　
八
日（
金
） 

     

　
九
日（
土
）

　
　
　
　 

理
事
長
活
動
報
告 

九
　
月 

一
〇
日（
金
） 

 

一
四
日（
火
） 

 

一
五
日（
水
） 

 

一
六
日（
木
） 

一
七
日（
金
） 

     

一
八
日（
土
） 

  

二
〇
日（
月
） 

 

二
一
日（
火
） 

   

二
二
日（
水
） 

   

二
三
日（
木
） 

二
四
日（
金
） 

二
五
日（
土
） 

    

二
七
日（
月
） 

   

三
〇
日（
木
） 

   

新
居
浜
Ｊ
Ｃ 

創
立
四
十
五
周
年
記

念
祭 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
二
〇
一一
年
度 

グ
ル
ー
プ
別
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
二
〇
一一
年
度 

グ
ル
ー
プ
別
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

第
九
回
理
事
会 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
二
〇
一
三
年
度 

第
六
十
二
回
全
国
会
員
大
会
主
管

立
候
補
Ｌ
Ｏ
Ｍ
報
告
会 

第
二
回 

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉａ
ｌ  

Ｅｎ
ｔ
ｒｅ
ｐ
ｒｅ

ｕ
ｒ  

ｏ
ｆ  

ｔ
ｈｅ  

ｙ
ｅ
ａ
ｒ（
Ｓ
Ｅ
Ｙ
Ｏ
） 

日
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
表
彰
式
典 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
第
八
回
理
事
会 

人
間
力
大
賞
二
〇
一
〇
　
受
賞
者
式

典
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
二
〇
一一
年
度 

第
八
回
正
副
会
頭
候
補
者
会
議 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
二
〇
一一
年
度 

第
八
回
正
副
会
頭
候
補
者
会
議 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
二
〇
一一
年
度 

第
六
回
常
任
理
事
候
補
者
会
議 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
二
〇
一一
年
度 

第
二
回
理
事
候
補
者
会
議 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
二
〇
一一
年
度 

第
二
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
候
補
者
会
議 

Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｐｒｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
セ
ミ
ナ
ー  

九
月
例
会 

日
本
Ｊ
Ｃ  

四
国
地
区
愛
媛
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
　
役
員
会
議
　
オ
ブ
ザ
ー
ブ 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
四
国
地
区
愛
媛
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
　
第
九
回
会
員
会
議
所

会
議 

二
〇
一一
年
度
　
第
二
回
常
任
理
事

予
定
者
会
議 

二
〇
一一
年
度
　
第
一
回
役
員
予
定
者

会
議 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
第
五
十
九
回 

全
国
会
員
大
会
小
田
原
・
箱
根
大
会

（
一
日
目
） 

第
九
回
理
事
会
・ブ
ロ
ッ
ク
会
長
会
議 

第
一
三
四
回
総
会 

開
会
式 

ウ
ェ
ル
カ
ム
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

 

日
本
Ｊ
Ｃ  

第
五
十
九
回 

全
国
会
員
大
会
小
田
原
・
箱
根
大
会 

（
二
日
目
） 

早
朝
会
議 

ア
ワ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
二
〇
一
〇
セ
レ
モ
ニ
ー 

大
懇
親
会 

各
地
会
員
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｍ
ナ
イ
ト
訪
問 

日
本
Ｊ
Ｃ
第
五
十
九
回 

全
国
会
員
大
会
小
田
原
・
箱
根
大
会

（
三
日
目
） 

ま
ち
の
笑
顔
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム 

大
会
式
典 

卒
業
式 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
第
五
十
九
回 

全
国
会
員
大
会
小
田
原
・
箱
根
大
会

（
四
日
目
） 

理
事
長
・
専
務
理
事
予
定
者 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

閉
会
式 

第
十
回
常
任
理
事
会 

今
治
Ｊ
Ｃ
　
訪
問（
全
国
会
員
大
会

主
管
立
候
補
結
果
報
告
） 

新
居
浜
Ｊ
Ｃ
　
訪
問（
全
国
会
員
大

会
主
管
立
候
補
結
果
報
告
） 

大
洲
Ｊ
Ｃ
　
訪
問（
全
国
会
員
大
会

主
管
立
候
補
結
果
報
告
） 

八
幡
浜
Ｊ
Ｃ
　
訪
問（
全
国
会
員
大

会
主
管
立
候
補
結
果
報
告
） 

宇
和
島
Ｊ
Ｃ
　
訪
問（
全
国
会
員
大

会
主
管
立
候
補
結
果
報
告
） 

日
本
Ｊ
Ｃ
　
四
国
地
区
愛
媛
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
　
第
二
回
臨
時
会
員
会

議
所
会
議 

内
山
Ｊ
Ｃ
　
創
立
二
十
周
年
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム 

内
山
Ｊ
Ｃ
　
創
立
二
十
周
年
記
念

式
典
・
懇
親
会 
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全国会員大会 

第59回全国会員大会 小田原・箱根大会報告 
拡大アカデミー委員会　委員長　岡田　和徳 

　９月３０日～１０月３
日に第５９回全国会
員大会小田原・箱
根大会が開催され
ました。今回の全国
会員大会は松山Ｊ
Ｃにとって非常に重
要な大会であります。今年度当初から運動を展
開してきた、第６２回全国会員大会を松山に誘致
できるかどうかが、理事会にて決定される瞬間に
立ち会うべく理事会会場である湯本富士屋ホテ
ルへ向かいました。公益社団法人日本青年会議
所第５９代相澤会頭の議事進行のもと、理事会
は円滑に進められ、２０１３年度第６２回全国会員
大会主管立候補ＬＯＭとして（社）松山青年会
議所は、第５８代井川理事長を筆頭に数多くの
四国地区の同志たち、愛媛ブロックの同志たちに
見守られながら、最後のＰＲに臨みました。奈良
青年会議所・松山青年会議所が最後のＰＲを行
った後、相澤会頭より、２０１３年度第６２回全国会
員大会主管立候補ＬＯＭ名が告げられた・・・。 
　今回は残念な結果となりましたが、これまで行
ってきた招致活動全てが今後の松山青年会議
所の糧となり、メンバー全員が成長することが出
来たと感じております。今回の主管立候補を支え
ていただきました四国地区協議会・愛媛ブロック
協議会の皆様にはサマーコンファレンス、全国大
会と遠方まで同行し、応援していただきまして誠
にありがとうございました。心より感謝申し上げます。 
 

　大会３日目の大懇親会では小田原城址二の
丸広場にて、（社）松山青年会議所は、ソフトドリ
ンクとして愛媛の名産、まじめなポンジュースとジ
ンジャーエールを割った「ＰＯＮジンジャー」と、ア
ルコールドリンクとしてポンジュースとＧＩＮの素敵
な出逢い～ＰＯＮ・ｄｅ～ＯＲＡＮ・ＧＩＮ（ポン・デ・

オレンジン）をブース出展させていただきました。

最終日の大会式典では、相澤会頭から福井会頭
予定者へと会頭プレデンシャルリーフが渡り、続
いて今大会を主管した小田原ＪＣより、次回大会
を主管する名古屋ＪＣに大会の鍵が伝達されま
した。全国から集まった2010年度の卒業予定者
が壇上に上がり、まるで「ウォーリーを探せ」状態
の中、松山ＪＣメンバーを見つけることが出来ました。
写真で探してみて下さいませ。今回の全国大会
を通してメンバーそれぞれが何かに気づき、感じ
ることが多かったのではないでしょうか。その気づ
きを今後の活動・まちづくりにメンバー一丸で取り
組みたいと思います。 
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9月例会報告「おせったいの心  四国遍路の歴史」 

9月例会報告 

アクティブシチズン室　室長　天野　眞作 
　９月２４日（金）南海放送本町会館にて９月例
会が開催されました。通例の第３火曜日でない日
の開催であり、出席数なども危ぶまれましたが、そ
こそこに席も埋まり、無事例会を成立させることが
できました。９月例会行事は「おせったいの心 四
国遍路の歴史」と題しまして、今治明徳短期大
学客員教授の滝口伸一先生に講演をしていた
だきました。一般参加者は極めて少なく少々寂し
かったですが、一般公開の公益例会です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　四国には古来より受け継がれてきた、もてなし
の心「おせったい」が現代でも息づく素晴らしい
国です。おせったいとは人をもてなすことで、鎌倉
時代に旅人にお茶を出してもてなしたのが始まり
です。おせったいはお遍路さんにお金や食べ物
や品物を差し上げて、勇気づけ、なぐさめることで
ありますが、差し上げるものは物品に限りません。
車に乗せてあげる、泊めてあげる（善根宿）のも
おせったいであります。接待を受ける側にも、接待
を受けたら拒んではいけないというルールがありま
す。接待をする動機としては、お大師信仰による
ものと、ボランティア精神・奉仕の心によるものがあ
ります。青年会議所活動は人のため、まちのため
という人間の善意に基づくものであり、その原点
はおせったいにつながるものであることから今回
の例会開催となりました。 
　ご講演をいただいた滝口先生のお話の中でも
特に印象的だったのが、千二百年にもおよぶ四
国遍路の歴史の中で、自分の強欲非道を悔い自
分の罪の許しを乞いたく、お大師さんを捜すため
四国の霊場をまわり始めた四国遍路の元祖と伝
わる「右衛門三郎伝説」、大飢饉のとき生まれ、
自分は人肉で命をつないだことを知り絶望し、禄

を捨てて、人々の菩薩を弔うため八戸から白装束
の旅をし、四国に辿りつき息絶えた「内海源助」
の話でした。その他にも遍路の語源、近年若い
年齢層の方がバイクや車にてツーリング感覚で
遍路巡りをする遍路ブームのこと、年表で見る歴
史など、さまざまな切り口でお話くださいました。そ
の歴史の節々には、おせったいの心の精神が見
られ、四国や松山に誇りと愛着を持てるような講
演内容だったのではないかと思います。滝口先生、
ご参加くださった市民の皆様、JCメンバーの皆様、
ご協力ありがとうございました。 
 



上岡  喜美夫 先輩 

上岡　喜美夫  先輩 
（うえおか　きみお） 
1997年ご卒業 

今治カントリー倶楽部 

優 勝 

趣味の会報告 

じゃがいもクラブ9月例会 

　雨が降ったり止んだりの悪天候の中、愛媛ブロックじゃがい

もクラブ秋季大会が今治の地にて盛大に開催されました。今

回はベストグロス賞とのダブル獲得で上岡喜美夫先輩が優勝

されました。ブロック大会でもたくさんの松山メンバーが入賞し、

皆で楽しい一日を過ごす事が出来ました。せっかくのゴルフシ

ーズンなので青空のもと、いい汗をかきましょう！ 

 

順位 氏　名 OUT IN Gross ＨＤＣＰ NET
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次 回 Ｈ Ｄ  
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上岡（４⇒３）　 山本弘（２７⇒２４） 

塩見良雄先輩（１９８８年ご卒業、㈱日晃機商會 代表取締役）より、１０月９日に開催された同社主催の愛日会チャリティーゴルフコンペに集まった募金、
３０,７００円をわかつばきファンドに寄附をしていただきました。誠にありがとうございました。 
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寄　附 

『今、選択の時  あなたが決めるまつやまの未来』 

　１１月の例会行事は、来る松山市長選挙における公開討論会を開催します。近年の松山では、政治に対しての

不信感や無関心に起因する投票率の低迷が問題となっています。これは議会制民主主義を採用している日本にと

って根幹を揺るがしかねない事態ともいえます。しかし今回の松山市長選挙は、新人候補者などの立候補により市

民の注目度が非常に高まっています。 

　実施内容は松山市長選挙に立候補される候補者を一同に招き、立候補予定者らが直接市民に対して候補者

が考える政策や方針を直接説明することで、これからの市政をお任せする代表者がどういう意図でこれがしたいな

どをはっきりさせ、投票時の参考になるような内容を広く松山市民の方に伝えられることを目的としています。 

　この時期に公開討論会を開催することで、市民の政治への関心を一気に高め、市民意識変革につなげることが

可能と考えると同時に、投票行動を促進することにより、近年見られる投票率の低下から、投票率の向上へと好転さ

せることを目的として実施いたします。 

11月例会PR参加募集 
松山市長選挙 
公開討論会 

～正しい選択のために無関心ではいられない！  まつやまの未来を託すのは… 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私たちのまち  まつやま  への思いを生の声で聞いてみませんか？～ 

日時／１１月１８日（木）　開場／１８：００  開会／１９：００ 
場所／松山市民会館  大ホール（松山市堀之内） 

11月例会PR・趣味の会 

5

常任理事会 





ハイブリッドフォークリフト 

「GENEO HYBRID」誕生 

本社 〒791-8057　松山市大可賀3丁目150-20 
TEL：089-967-6555  FAX：089-967-6444

松山本社　松山市問屋町3番6号　TEL 089-922-2121（代表） 
今治本社 宇和島・大洲・西条・四国中央・多度津／営業所 http://www.marumasstrig.co.jp/

リフォーム＆太陽光発電 クネット（手すり） 

Mail：build＠i-gp.co.jp　　　　営業所　広島・高松 

驚異のセラミック技術で光と熱をシャットアウト！ 
ハイテク素材の反射・断熱コーティング剤 

当社屋上施工結果　表面温度62.6℃が38.2℃へ　温度差24.4℃ 

【SUPER THERM　スーパーサーム】 

本社  松山市久万ノ台189－1 　（089）923－2001
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